
　　　　　　　　　　　　　　　　

作品プラン募集要項

募集期間：2012年5月7日(月)～6月15日(金) ※当日消印有効

主　　催：NPO法人 BEPPU PROJECT

ベップ・アート・アワード 2012
BEPPU ART AWARD 2012
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■BEPPU ART AWARD 2012とは？
　BEPPU ART AWARDは、40歳未満のアーティストを対象としたアートアワードです。募集作品のテーマ
に沿った作品プランを募集し、審査員による書類審査と、公開プレゼンテーションを経て、グランプリ受賞
者１名を選出します。グランプリ受賞者には賞金の授与と、大分県別府市での個展「BEPPU ART AWARD 
2012 グランプリ受賞展」を開催いたします。

■作品テーマ
　「既存の芸術領域を拡張する独創的で挑戦的な作品」

■応募作品
　作品テーマに沿っていれば、形式は問いません。
　但し、国内外で未発表かつ、過去に公開応募コンテスト等に応募していないものに限ります。

■応募資格
　40歳未満のアーティスト。但し18歳以下の応募の場合、保護者の承諾が必要になります。応募用紙の所
定の欄に保護者の自筆署名が必要となります。
1) 個人、グループは問いません(個人、グループともに１作品１プランまでとします)。
2) 2012年6月15日(金)時点で40歳未満の方(グループの場合メンバー全員が左記条件を満たすこと)。
3) 国籍は問いません(但し、日本在住で日本語でのコミュニケーションが可能な方に限ります)。
4) 二次審査(公開プレゼンテーション)への出席、グランプリ展覧会への出品が可能な方。

■受付期間
　2012年5月7日(月)～ 6月15日(金)  ※当日消印有効

■提出書類
・規定の応募用紙２枚(A４に縦・片面で印刷して記入)
・具体的な作品プラン１枚(A３、書式・紙質自由)
　具体的な作品プランは表現方法、描画方法・材料は自由です。全３枚をクリップでとめてご提出ください
　(ホッチキスは使用しないでください)。
　具体的な作品プランにはA３用紙の右下に登録番号のみ判読しやすい文字でご記入ください。具体的な作
　品プランには、氏名や経歴は記入しないでください。

■出品料
　無料です。

■賞について
グランプリ賞(１名)
・賞　金：1,000,000円(グランプリ展作品制作・搬入・搬出費用含む)
・BEPPU ART AWARD 2012 グランプリ展覧会の開催
　※グランプリ賞金より搬入・搬出および展示にかかる費用を捻出していただきます。
　※賞金は源泉所得税を控除した金額をお支払いいたします。

審査員特別賞
・審査員特別賞は「奨励賞」であり、賞金などはございません。
・場合によっては「該当者なし」の可能性もあります。

募集概要について

　　　　　　　　　　　　　　　　



開催履歴 (2011年度)

■ベップ・アート・アワード 2011 受賞者
グランプリ賞
山田健二 (東京都在住)
作品タイトル：別府地熱学消化器美術館　BSIM (The BEPPU Subterranean Innards Museum)

審査員特別賞
柴田有理 (岩手県在住) ／ 橋本 聡 (東京都在住)

■応募数
　応募総数は156件、そのうち応募条件を満たしたものは155件でした。

■一次審査
　別府市内で審査員５名による書類審査を行ないました。
日　時：2011年7月16日(土) 14:00 - 20:00
場　所：platform01
審査員： 小沢 剛、菅 章、住友文彦、芹沢高志、曽我部 昌史

■二次審査(公開プレゼンテーション)
　二次審査では、審査員５名の前で、一次審査に通過した８名
が、作品プランについてのプレゼンテーションを行ないまし
た。なお、二次審査の様子はUSTREAMを通して中継を行いま
した。
日　時：2011年8月20日(土) 11:00 - 18:00
場　所：platform02
審査員： 小沢 剛、菅 章、住友文彦、芹沢高志、曽我部 昌史
発表者：小橋順明、岡本純一、柴田有理、couch (宮﨑大樹)、山田健二、高谷一徳、橋本 聡、富田直樹

■ BEPPU ART AWARD 2011 シンポジウム
タイトル BEPPU ART AWARD 2011 シンポジウム　～既存の芸術領域を拡張するために～
日　時：2011年8月21日(日)　13:00 - 15:30
場　所：platform02
パネリスト：小沢 剛、菅 章、住友文彦、芹沢高志
来場者数：30名

■グランプリ受賞展
展覧会名： 別府地熱学消化器美術館　BSIM
　　　　　 (The BEPPU Subterranean Innards Museum)
会　　期：11月5日(土)～30日(水)　火曜日休廊
会　　場：platform02
アーティスト：山田健二
来場者数：816名

　　　　　　　　　　　　　　　　



■応募の流れ

　　　　　　　　　　　　　　　　

応募方法について

　BEPPU PROJECTのWEBサイトより基本情報を登録してください。
基本情報登録サイト： www.beppuproject.com/project/project/beppuartaward_form.html

① 基本情報を登録する。

　基本情報を登録すると、登録番号が書かれた登録完了メールが送信されます。応募用紙には登録番号を
記入する欄がありますので、確実に記入してください。
※登録番号が無記入の応募用紙は受理できませんので、ご了承ください。

② 登録番号を受け取る。

　下記のURLより、応募用紙をダウンロードし、応募要項の規定に従い記入してください。
ダウンロードURL： www.beppuproject.com/project/beppuartaward.html
※応募用紙の記載は日本語でお願いします。日本語以外での言語で記載された用紙は受理することができませんので
　ご了承ください。

③ 応募用紙をダウンロードし、記入する。

　下記の宛先まで郵送ください。
〒874-0933　大分県別府市野口元町２-35 菅建材ビル２階
NPO法人 BEPPU PROJECT 宛　(担当：企画事業課)
※応募は郵送でのみ受付けます。6月15日(金)(当日消印有効)締め切りです。E-MAILによるデータでの応募、FAXでの
　応募、直接事務局への持参等は受理できません。
※締め切りを過ぎた書類は一切受理できません。
※応募用紙の到着および受理の確認に関するお問合わせには応じられません。 
※応募用紙は返却いたしませんので、必ず各自コピーを取るなどして保存してください。
※応募用紙に不備がある場合、応募は受理いたしません。 
※作品案のみの募集となります。実際の作品は受付けません。
※応募方法が守られていない場合や記入漏れがある場合は、応募は無効となります。

④ 応募用紙を郵送する。

http://www.beppuproject.com/project/beppuartaward.html
http://www.beppuproject.com/project/beppuartaward.html
http://www.beppuproject.com/project/beppuartaward.html
http://www.beppuproject.com/project/beppuartaward.html


■審査基準
　審査員によって、下記の基準により審査いたします。
１) 既存の芸術表現に対して挑戦的か。
２) 表現手段や作品のコンセプトが独創的か。
３) 表現しようとする作品の実現可能性を有するか。

■審査員(50音順)
小沢 剛(美術家)
　1965年東京生まれ。東京芸大在学中から、風景の中に自作の地蔵を建立し、写真に収める《地蔵建立》
開始。93年から牛乳箱を用いた移動式ギャラリー《なすび画廊》や《相談芸術》を開始。99年より日本美
術史への皮肉とも言える《醤油画資料館》、2001年より女性が野菜で出来た武器を持つ写真シリーズ《ベ
ジタブル・ウェポン》を制作。04年に個展「同時に答えろYesとNo!」(森美術館)、09年に個展「透明ラン
ナーは走りつづける」(広島市現代美術館)。

菅 章(大分市美術館館長 、国際美術評論家連盟会員)
　1953年大分県生まれ。東京造形大学卒業。鳴門教育大学大学院修了。美術出版社第11回芸術評論募集、
入選佳作。『ネオ・ダダJAPAN1958－1998』(1998)、『吉村益信の実験展』(2000)、『アート循環系サイ
ト』(2002)、『磯崎新 形態と機能』(2004－2005)等の企画展を担当。研究分野は日本戦後美術、現代彫
刻、現代建築、近代デザイン史、美術教育。著書に『美術鑑賞宣言』(共編著、2003)など。

住友文彦(キュレーター)
　1971年生まれ。あいちトリエンナーレ2013キュレーター。東京都現代美術館などに勤務し、昨年はメ
ディアシティソウル2010(ソウル市美術館)の共同キュレーターを務める。現在は現代美術展の企画、執筆／
編集、東京大学等での非常勤講師、前橋市の新しい美術館準備室の非常勤学芸員など。「Possible 
Futures：アート＆テクノロジー過去と未来」展(ICC／東京／2005)、「川俣正[通路]」(東京都現代美術館／
東京／2008)]、ヨコハマ国際映像祭2009などを企画。おもな共著に、『キュレーターになる！』(フィルム
アート社、2009年)などがある。NPO法人アーツイニシアティヴトウキョウ(AIT)の創立メンバー。

芹沢高志(P3 art and environment 統括ディレクター)
　1951年東京生まれ。1989年、P3 art and environmentを設立。以後、現代美術、環境計画を中心に、数
多くのプロジェクトを展開する。アサヒ・アート・フェスティバル事務局長(2002～)。とかち国際現代アー
ト展「デメーテル」総合ディレクター(2002)。横浜トリエンナーレ2005キュレーター。別府現代芸術フェス
ティバル2009「混浴温泉世界」総合ディレクター。著書に『この惑星を遊動する』、『月面からの眺め』な
ど。

曽我部 昌史(建築家、神奈川大学教授、みかんぐみ共同主宰)
　 1962年福岡県生まれ。東京工業大学大学院修士課程修了(1988年)。伊東豊雄建築設計事務所(1988～94
年)。東京工業大学助手(1994～95年)。みかんぐみ共同設立(1995年)。東京芸術大学先端芸術表現科助教授
(2001～06年)。神奈川大学建築学科教授(2006年～)。主な作品として、「SHIBUYA-AX」(2001)、「北京
建外SOHO低層商業棟」(2003)、「2005年日本国際博覧会トヨタグループ館」(2005)、「上勝アートプロ
ジェクトーもくもくもく」(2007)、「横浜開港150周年記念イベントパビリオン」(2009)など。

　　　　　　　　　　　　　　　　

審査について



■審査の流れ
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① 一次審査(書類審査)

② 一次審査結果発表　：　2012年6月27日(水)

③二次審査(公開プレゼンテーション)　：　2012年7月21日(土)  11:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  場所：platform02(別府市)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  時間：１人(１組)30分(質疑応答10分含む)

　 一次審査通過者は7月21日(土)に別府で開催する「公開プレゼンテーション」にて、作品プランのプレ
ゼンテーションを行っていただきます。プレゼンテーションの詳細については一次審査結果発表後にお伝
えいたします。なお、プレゼンテーションの順番は事務局で決定いたします。

※二次審査参加のための別府市までの往復交通費(最大40,000円)と宿泊費(上限２泊まで)は、事務局が負担いたしま
　す。但し、グループでの参加の場合は１名分の往復交通費と宿泊費のみの負担となります。往復交通費が40,000円
　を超える場合は、差額は応募者自身での負担をお願いします。交通チケットの手配はご自身でお願いします。
※一次審査通過者は二次審査前日の7月20日(金)に別府にお越しいただき、二次審査についてのオリエンテーション
　を行います。
※二次審査の様子は、USTREAMにて中継いたします。なお、USTREAMの動画はサーバー上に、7月21日(土)から
　29日(日)までの間、保存・公開させていただきます。

④グランプリ受賞者発表　：　2012年7月27日(金)

　グランプリ受賞者１名を発表いたします。グランプリ受賞通知は二次審査参加者全員に郵送にて行いま
す。またBEPPU PROJECTのWEBサイトでも発表いたします。グランプリ受賞者にはグランプリ展覧会
広報物に掲載するための必要情報を提出していただきます(詳細は受賞通知の際にお伝えいたします)。

※審査に関するお問合わせにはお答えできませんのでご了承ください。

⑤ BEPPU ART AWARD 2012　グランプリ展覧会

　 グランプリ受賞者は2012年9月29日(土)～10月21日(日)の期間、platform02(別府市)にて「BEPPU 
ART AWARD 2012 グランプリ展覧会(仮称)」を開催いたします。また、9月29日(土)にはグランプリ受
賞式、展覧会オープニングトークを開催する予定です。

※グランプリ受賞者は、「BEPPU ART AWARD 2012 グランプリ展覧会(仮称)」開催にあたり、自身で作品搬入を
　行っていただきます。なお、その際の往復交通費と宿泊費は事務局が負担いたします(グループでの受賞の場合は１
　名分のみ事務局が負担いたします)。
※9月29日(土)にグランプリ受賞式、及び「BEPPU ART AWARD 2012 グランプリ展覧会(仮称)」アーティストトー
　クを開催いたします。グランプリ受賞者は必ずご出席をお願いします。

　 BEPPU PROJECTのWEBサイトで発表いたします。なお一次審査の結果に関する通知は行いませんの
で、ご了承ください。一次審査通過者には、二次審査(公開プレゼンテーション)の広報物に掲載するため
の必要情報を提出していただきます(詳細は一次審査結果発表後にお伝えいたします)。

※審査に関するお問合わせにはお答えできませんのでご了承ください。

　審査員による書類審査を行い、6名を選出します。



■作品規定
　下記のものについては出品を受付けません。
１) 公序良俗を著しく害する可能性があるもの。
２) 設置場所の環境を著しく損傷する恐れがあり、現状復帰が難しいと判断されるもの。
３) 鑑賞者に危害を及ぼす恐れがあるもの。

■作品サイズ
　展示会場：platform02(会場詳細については、本募集要項の９・10ページをご参照ください)。
　搬入口サイズ：幅１m×高さ2.3m
※作品を構成する各要素は、搬入口よりも搬入が可能な大きさで構成してください。

■作品照明
　既存の展示用照明を使用することが可能です。その他に特殊なものが必要な場合は受賞者側で準備してい
ただきます。

■床耐荷重
　500kg /㎡

■電気容量
　・最大容量50A(スポットライト含む)
　・コンセントタップ：５カ所10口／１口につき最大15アンペア

■BEPPU ART AWARD 2012 グランプリ展覧会(仮称)設営期間
　2012年9月20日(木)～9月28日(金)の間
※作品の搬入および展示準備を行なっていただく期間です。
※作品搬入時の宿泊は、BEPPU PROJECTが管理する「platform05」もしくは「platform02(３階)」「清島
　アパート」のいずれかに宿泊してもらいます。ただし、グループの場合、１名分の交通費、滞在場所のみ
　支給いたします。

■現状復帰
　展覧会終了後は現状復帰をしていただきます。

■制作費
　グランプリ受賞賞金には、制作費が含まれております。グランプリ展覧会の搬入を目的とした往復交通
費、宿泊費は別途支給いたします。

■搬出について
　原則、搬出作業はご自身で行なってください。搬出作業がなにかしらの事情で無理な場合は、実費にて
BEPPU PROJECTが請け負いますのでご相談下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　

作品規定について



会場について（会場平面図）
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platform02展示室平面図
単位：mm
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会場について（会場透視図）

　　　　　　　　　　　　　　　　

入口から展示壁までの奥行き：
約  ８m（長辺）
約7.5m（短辺）

天井までの高さ：
約5.7m

幅：
約5.4m

梁までの高さ：
約2.5m

展示室入口 / 搬出入口 :
幅1m×高さ2.3m

窓 :
幅3.3m×高さ1.2m 

幅4.6m×高さ2.5m

ソルパセオ銀座

（アーケード商店街）



　二次審査(公開プレゼンテーション)の翌日、審査員による「BEPPU ART AWARD 2012 シンポジウム」
を開催いたします。二次審査のプレゼンテーターで、シンポジウム出席を希望される方のみ、２泊分の宿泊
費を事務局が負担いたします。

■シンポジウム詳細
タイトル：BEPPU ART AWARD 2012 シンポジウム　～既存の芸術領域を拡張するために～
パネリスト：小沢 剛、菅 章、住友文彦、芹沢高志、曽我部 昌史
日　時：2012年7月22日(日)　時間未定(２時間程度)
場　所：platform01(予定)

　昨年度、問い合わせが多かった質問を下記に載せますので、応募の際にご参照ください。

Q．１人のアーティストが、個人としてとグループとして、応募するのは可能ですか？
A．個人としてと、グループとしての応募する作品プランが違うものであれば、かまいません。

Q．ポートフォリオや、過去の作品の資料を同封してもいいですか？
A．所定の応募用紙２枚と、A３サイズの自由記述１枚のみの提出となっております。規定のサイズに収まる
　　範囲で、過去作品の紹介をしていただく事は、かまいません。なお、応募書類は返却いたしません。

Q．直接建物に手を加える作業は可能でしょうか？
A．現状復帰を前提とした作業は可能です。建築構造そのものに関わる作業の場合、構造に対する影響と作
　　業内容の十分な検討が必要です。

Q．展示会場の下見はできますか？
A．可能です。下見希望日の前日までに事務局まで連絡ください。但し、会場が使用されている日や、土・
　　日・祝日などは下見が出来ない場合がございます。

Q．展示会場内部の写真は見る事が出来ますか？
A．下記に会場写真を添付いたします。

BEPPU ART AWARD 2012 シンポジウムの開催について
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応募者には応募にあたり覚書を締結させて頂きます。あらかじめご了承ください。

【応募条件・権利規定および応募に関する諸注意】
　以下を必ずご一読いただき、合意の上、応募用紙に自筆署名・捺印をして応募してください。また、高校
生以下の応募者は、保護者の自筆署名と捺印が必要になります。自筆署名・捺印がない場合、応募は無効と
なります。

1) 作品の著作権はアーティストに帰属しますが、印刷物、WEBサイト掲載など、NPO法人 BEPPU 
PROJECTの広報に関する著作権使用の権利は主催者が有するものとします。

2) 個人情報は、応募作品の問い合わせ、審査の結果通知、書類・作品の返却、その他本事業の業務で必要
と思われる事項に利用させていただきます。原則として、ご本人の承諾なしにそれ以外の目的で個人情報
を利用、または第三者に提供することはいたしません。

3) 一次審査通過者・グランプリ受賞者の氏名(グループ名)、年齢、経歴は、印刷物、WEBサイトおよびマス
メディアで公表させていただきます。

4) 応募作品が第三者の著作権、肖像権ならびに知的財産権を侵害しないことを、事前にご確認の上ご応募
ください。

5) その他個人情報の取り扱いにつきましては、下記のNPO法人 BEPPU PROJECTプライバシーポリシーに
    準拠します。

NPO法人 BEPPU PROJECT　プライバシーポリシー

　私たちBEPPU PROJECTは、個人情報の適切な利用と保護を当団体の責務と捉え、以下の取り組みを確
実に推進いたします。

(1) 個人情報を取り扱う部門ごとに情報管理者を設置するとともに事務局員の役割と責任を明確にし、個人
情報の適切な利用と保護に努めます。

(2) 個人情報の提供をお願いする場合には、その利用目的、対応窓口などをお知らせし、目的の範囲内で個
人情報を適切に取得し利用します。

(3) 個人情報は、法令の定める場合など正当な理由があるときを除き、ご本人の許可なく、その情報を第三
者へ開示・提供することはありません。

(4) 個人情報を業務委託先に預託する場合には、先方に当団体と同等の情報保護を行うことを契約により義
務づけたうえで管理監督を行い、流出などを防止します。

(5) 個人情報を正確かつ最新の状態に保つように努めるとともに、流出、改ざん、漏えいなどを防止するた
め、合理的な安全対策を講じます。

(6) 当団体に提供された個人情報の開示、訂正、利用停止などを希望された場合は、ご本人を確認した上で
合理的な範囲で対応します。

(7) 個人情報の取り扱いに関する苦情を受けた場合、適切かつ迅速な対応に努めます。
(8) 個人情報に関する日本の法令のガイドラインを遵守するとともに、個人情報の取り扱いについても継続
的に見直し、その改善に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　

覚書について



　BEPPU ART AWARD 2012に関するお問合わせは、メールにて受け付けております。

Mail ： baa@beppuproject.com

※原則として、お電話でのお問い合わせは受け付けていませんので、ご了承ください。
※お問合わせをいただいた場合、原則として３営業日以内に回答いたします。
※事務局の営業日は(月)～(金)までの10:00～18:30です。なお、土日祝日は営業しておりません。
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